
52(52～58) 小 児 保 健 研 究

研 究

首都圏に住む発達障害児の母親の

東日本大震災での体験

山 本 美 智 代 1),中 川 薫 2),米 山 明 3)

石 上 ゆ か 4),加 藤 久 美 子 5),大 久 保 嘉 子 5)

〔論文要旨〕

東 日本大震災時に首都圏で生活し,発 達障害と診断 されている子 どもの母親が,子 どもへの影響 をどのように捉

えて関わって きたのかを明 らかにするために,発 達障害児の母親7名 を対象にインタビューまたはインタビューに

代わる自由記載による質問紙調査を実施 した。その結果,大 地震発生以降に子 どもを心配 し気遣ってきた事象に,《恐

怖の再現への気遣い》,《いつ も通 りでないことへの気遣い》,《地震によって強化 されたこだわ りへの気遣い》の3

つのカテゴリーを見出 した。そ して,そ のような災害体験が母親に突 きつけたもの として,《 これ まで行ってきた

育児の成果》,《対策のない現実》の2つ のカテゴリーを見出した。考察では,災 害時における発達障害児 とその母

親の脆弱性について検討 した。

Key words:東 日本 大震災,発 達障害児,首 都圏在住,母 親の体験

1.は じ め に

2011年3月11日,首 都 圏では震度5強 の地震 に見舞

われた。首都圏の危害の大 きさは東北太平 洋沿岸地域

とは比べ もの にはならないが,身 体 に障害のある重症

心 身障害児者 にとって,障 害 の杖の役割 をする車椅子

や医療機器が大地震後の停電 によって使用で きない事

態 は,思 いの ほか大 きな影響 を受 けた 1)。災害の量 と

質 を決める重要 なカギ は危害 の大 きさと災害 を受 けた

人の脆弱性 の2つ であ ると指摘 され るが 2),身 体 に障

害のある人に とって,障 害 をサポー トす る道具 が使 え

ない こ とは,災 害 時の一つの脆弱性 である 1)。そ れで

は身体 に障害 のない発達障害の場合 には,ど の ような

ことが脆弱性なのだろうか。1995年 の阪神淡路大震災

で,知 的に障害がある子 どもの家族が,地 震発生直後

に最 も不安だと回答 したのは,水 と食べ物の供給であ

り,地 震の発生か ら1.5か月後では,家 や ビルの倒壊

であった 3)。阪神淡路大震災が大地震の後に火災を特

徴 とした震災ゆえにこのような不安が示 されたと考え

られる。災害時における障害児者の危機管理は,建 物

の倒壊などの危害を想定 して心構 えをすることが重要

であることは言うまでもないが,災 害発生直後に通常

の生活がで きるように備えることも重要である。その

ためには,障 害児者の周囲にいる人が,障 害や個人の

特徴ゆえに生 じうる影響や,そ の影響 を最小限にする

ためにどのような方法があるのかを知っておくことが
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必要であろう。

そこで,本 研究では東 日本大震災時に首都圏で生活

し,発 達障害と診断されている子どもの母親が,子 ど

もへの影響をどのように捉えて関わってきたのかを明

らかにする。

Ⅱ.研 究 方 法

1.対 象者の選出

対象者は2011年3月11日 時点で首都圏に住み,発 達

障害との診断を医療機関より受け,そ の後 も定期的に

受診 している子どもの家族である。対象者の選出は東

京都内にある障害児専門の医療福祉施設の医師 とクリ

ニックの心理カウンセラーに依頼 した。外来に通う患

者の中か ら心身の状態が安定 した患者 と家族を選出し

て,研 究の主旨や方法 を書いた依頼状 を手渡 してもら

い,研 究の同意が得 られた人を対象者 とした。

2.デ ータ収集 と分析方法

対象者5名 には1回 の半構成的 インタビュー調査 を

実施 した。調査の内容 は大地震発生時の体験や その後

の計画停電 によって不都合 だった内容 や,今 回は大事

に至 らなか ったが 自分 に も起 こ りうると想像 で きたこ

とである。対象者の了承 を得 たうえで録音 し,文 章 と

してテクス トに した。対象者の うち2名 は,研 究協力

の同意が得 られた ものの調査時点 において子 どもの状

況か ら母親への インタビュー調査が難 しい と紹介者が

判断 したため,質 問内容 を自由に自宅で記述 して もら

い ,郵 送 して もらった。調査 は2012年3月,8月,10

月に行 った。

分析 では,テ クス トを内容 によって切片化 し,そ の

切片 を示す名前(ラ ベル名)を つ け,類 似 したラベ ル

を一つのカテゴ リー にまとめ,カ テ ゴリー を説 明す る

ために カテゴ リーの特性 を示す プロパテ ィとデ ィメ ン

シ ョンを抽 出 し,カ テ ゴリー表 を作成 した 4)。

3.倫 理的配慮

この研究は,研 究者が所属する研究機関の研究安全

倫理審査,対 象者の紹介を依頼 した医療福祉施設の倫

理審査の両方の承認を得た。対象者には研究の目的と

方法を説明し,研 究協力は自由意思であって,中 断可

能であること,ま たそれによる不利益がないことを説

明し,研 究協力の同意を得た。また,録 音 したテープ

からテクス トを作成する際には,対 象者や子どもが通
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う学校 などが特定されないように固有名詞は全てイニ

シャル1文 字とした。本稿で引用 したテクス トは引用

箇所を対象者に提示 して承諾を得た。

Ⅲ.分 析 結 果

今回の研究の対象者は7名 であ り,全 員が発達障害

者支援法の 「発達障害の定義」 5)にあたる診断を受け

ている子 どもの母親であった(表)。 大地震によって

発達障害児 とその母親が体験 してきたことを分析 した

結果,子 どもの反応を気遣ってきた事象 と,そ の気遣

いを通 して災害体験が母親に突きつけたものの2つ が

明 らかになった。この2つ の事象について,語 りを引

用 しながら説明する。引用 した語 りは網かけで示 した。

1.子 どもの反応への気遣い

母親が子 どもの反応 を心配 して気遣って きたカテ ゴ

リーには,《 恐 怖の再現へ の気 遣い》,《いつ も通 りで

ない ことへの気 遣い》,《地震 によって強化 されたこだ

わ りへの気 遣い》の3つ が あった。 これ らカテ ゴリー

の うち,《 恐怖 の再現へ の気 遣い》 と 《いつ も通 りで

ない ことへの気 遣い》はa君,b君,g君 の母親が,《地

震 によって強化 されたこだわ りへの気 遣い》はe君 と

f君 の母 親が示 した。そ の他,cち ゃんは緊急 地震速

報 による 《恐怖 の再現への気遣 い》のみ を語 っていた。

また,d君 には今 回の地震 に よって母親が気遣 うよう

な反応 は見 られ なかった。 これか ら,こ れ ら3つ のカ

テゴ リー を説明する。

1)恐 怖の再現への気遣い

大 地震発 生 時， 通園施 設 にい たb君 は大 きな揺 れ

に動揺 して建物の外 に出た。 ところが,揺 れが落ち着

いた後 も建物の揺れ と地震 とい う因果関係が理解 で き

ないため,建 物 自体に近づ くことがで きなか った。 ま

た,a君 も通 って いた幼稚園 で地震発生 時に暴 れ,保

育士 の手 を咬 んだ。そ して,そ の後 も次の ような言動

が続 いている と母親は語 っていた。

つい最近も同じことがあって，私たちが「いつ地震がきてもいいように」っていう話を何気に子どもの前でしてしまうじゃないですか。それで夜起きて取り乱したりとか，泣いてしまったりとかして，「どうしたの？」って聞くと，「今日ママが大きい地震がくるって言ったから，その夢を見たとか，怖くて思い出しちゃった」とかっていうのが続いたので，うちはその話は禁句になったんですね（a君母親）。
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表　研究対象者の属性

ケース

番 号
性別

年齢

(歳)

大地震発生時の所属

日頃通っていた所

専門家から言われた

診断名
日頃生 じやすい症状 家族構成 調査方法 調査時期 調査量

a M 6 幼稚園 注意欠陥/多 動

性障害

学習障害

日課と物へのこだわり

こだわりが通らないとパ

ニック

両親と妹

4人 家族

イ ン タビ ュー 2012年

3月

37分

b M 6 通園施設 自閉症

精神発達遅滞

不安や混乱が強く,感 覚過

敏もある。生活全般でサポー

トが必要,パ ニックを起こ

す

両親と兄2人,

5人 家族

質問紙郵送 2012年

3月

A4用 紙

2枚

c F 10

(小4)

普通小学校 アスペルガー症

候群

こだわりが強い

片づけができない

友人関係をつくるのが不器

用

両親と妹

4人 家族

イ ン タビ ュー 2012年

3月

32分

d M 11

(小5)

普通小学校,

通級

注意欠陥/多 動

性障害

大勢の人がいるところは落

ち着かなくなり暴言を吐く

ことがある

両親と妹,

4人 家族

イ ンタ ビ ュー 2012年

3月

31分

e M 11

(小5)

普通小学校,通

級 心理カウン

セリング,視 能

訓練

広汎性発達障害

注意欠陥/多 動

性障害

学習障害

気になったことにこだわる

人との関係をとるのが不器

用

両親と祖父,

4人 家族

イ ンタ ビ ュー 2012年

3月

56分

f M 12

(小6)

普通小学校 短期記憶障害

注意欠陥/多 動

性障害

学習障害

人の顔と名前の一致や名称

を覚えられない時がある

決めたことにこだわる

両親と弟,

4人 家族

イ ンタ ビ ュー 2012年

10月

60分

g M 12

(小6)

普通小学校

特別支援学級

知的障害を伴う

自閉症

写真や絵による順番の指示や

二語文程度の言語指示が必要

思い通りにならないとパ

ニック

両 親 と祖 父 母,

弟2人,7人 家

族

質問紙郵送 2012年

8月

A4用 紙

3枚

この ように,大 地震発生か ら1年 が たつ時点 におい

て も,地 震 や防 災 につ いて の話 題 を耳 に した夜 は決

まって恐怖 と思われる言動 を示 した。 同様 に,音 に敏

感な女児のcち ゃんは,大 地震発生時に 自宅マ ンシ ョ

ンの緊急 地震速 報 のサ イ レンが一 晩中鳴 り続 けたた

め,「 地震」 とい う言葉 を耳 にす ると耳 を塞 ぎ震 えた。

この ような言動 を母親 は 「パニ ック」 と呼 んだ。 ここ

での 「パ ニ ック」 とは,大 地震発生時に五感 を通 じて

受 け取 った恐怖が,そ の後の余震や地震 の話題 によっ

て再 現 され るための反応 であ ると母親 は捉 えていた。

そのよ うに捉 えているか らこそ,地 震 の話題や地震映

像 が子 ど もの 目や耳 に入 らない よう気遣 って きた。c

ち ゃん 自身の耳 を塞 ぐ行動 も同様の 自己防衛 であ る。

そ して,子 ども自身が大地震発生時に受け取 った恐怖

が,恐 怖で な くなる ような気遣い も行 ってい た。例 え

ば,建 物の揺れ と地震 の因果関係がわか らず に揺れ を

怖 が るb君 に対 して,揺 れ はb君 の好 きな大 きな ト

ラ ックが家の側 を通 ったか らだ と説明 し,家 庭内で可

能 な揺れ る遊び を喜ぶ範囲で取 り入れた り,椅 子 を揺

らして みせ た りした。 さ らに,ど の母 親 もパ ニ ック

による事故 を想定 して子 どもの登下校 に付 き添 ってい

た。つ ま り,母 親の気遣いは子 どもの恐怖 感その もの

や,恐 怖 を引 き起 こ しやすい情報 の排除,恐 怖が再現

された ことを想定 した関わ りであった。

2)い つも通りでないことへの気遣い

首都 圏は建物の倒壊や津波 といった危害はなかった

ものの,停 電や節電,物 の流通障害 などの環境変化 を

体験 し,そ れによって 「いつ も通 りの生活」 を送 るこ

とがで きなか った。例 えば,a君 は余震 を心配 した家

族か ら,い つ も遊 びに行 く公園や店 に行かない よう外

出が制限 された。 さらに,い つ も見ていたテ レビ番組

が東北の被 災地映像一色 となったため に見る ことがで

きず,苛 立 って母 親に暴 れた。 また,b君 は次 の よう

なことに動揺 した。スーパーの店頭に、いつも通りの商品が並んでいなくなり，本人はパニックでした。「今日はお客さんがいっぱい来たんだね。今つくってるんだね」と言って在庫のある品をすすめました。しばらくは棚を見るたびパニックでした。また，家庭では昼間でも電気をつけないと怖がるので，行き慣れた店内が節電で暗くて不安がりました。ついてると
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こと

,ついてない ところがあるね」と説明して 。本人は不

安がっていましたが,「で も見えるね」と言いつづけ,そ の

うち慣れていきました(b君 母親)。

ここでの 「パ ニック」 とは 「いつ も通 り」 とい う安

心感が脅 か されたため に生 じる興奮 や苛立 ちであ り,

母親はその興奮が落 ち着 くように気遣って きた。大地

震発 生当 日に自宅 が停電 になったg君 は,い つ も遊

んでいたDVDプ レーヤーや ゲームを使 うことがで き

ず に泣 き叫んだ。そのため,母 親 は次の ように関わ っ

ていた。

好きなカップラーメンを用意してみましたが全 く食べず,

時計が読めるので 「電気屋さんが5時 になっだら電線直し

に来てくれるからね。待っててね」と,泣 きながらもその

指示は入り,時計 を見ながら繰 り返し私に 「5時になった

らつ くよ」と言ってました。けれども停電が復旧しません

ので,言 った時刻が過ぎると当然聞いてきますので 「電気

屋さん順番に直してるから,も うすぐくるよ。7時に なっ

たらくるよ待っててね」こんな風に少 しずつ時間の提示を

ずらしながら話しかけていきました(g君 母親)。

この ように,母 親 はいつ もの楽 しみが停電に よって

で きない ことを理解で きない子 どもに,い つ も通 りで

はない けれ ども大 丈夫 であ る こ とや,「 いつ も通 り」

にいつ戻 るのか，時 間の提示 を先送 りしなが ら苛立 ち

が強 くならない ように関わ っていた。

3)地 震によって強化 されたこだわりへの気遣い

大地震発生以降に母親が気 遣って きた子 どもの言動

の 中に,「 ス イッチが入 る」,「こだわ りが強 い」 と表

現 される言動が ある。小学6年 生のf君 は,大 地震発

生時 には落 ち着 いて行 動で きたが,そ れ以 降,地 震，

原子 力発電所の テ レビ番組 を好 んで見 るよ うにな り,

見 た後 は決 まって堰 を切 るようにその番組の話 を2時

間あま り母親 に しなければ落 ち着かなかった。そ して,

興奮が落 ち着 くと母親 か ら見て極端 と思 える防災対 策

を行動 に移 した。例 えば,3階 建ての建物 の1階 が押

しつ ぶ された映像 を見 たf君 は,学 校か ら帰 ると自宅

の3階 のクローゼ ッ トにす ぐに入 り,友 人 もその中に

招 き入 れた。さらに,津 波 で流 された人が木 につか まっ

て助 かった とい う映像 を見 た 日か ら,木 につか まる筋

力 トレーニ ングを始めた り,原 子力発電所 の稼働番組

を見 た時には,日 本 を脱 出す るため に 「英語教材 をや

りたい」 と言 い始めた りした。 同 じように小学5年 生

のe君 も,大 地震発生直後 にテ レビで流 れる被災地映

像 に釘付 けになった。釘付 けになる理由 を母親がe君
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に尋 ねる と,「 何 が生 じていて何 に気 をつ ければ よい

のか を知 りたいか らだ」 と答 えていた。 さらに,津 波

に関心 を示 し,コ ンピュー ターの前 に何 時間 も座 って

千葉県か ら東北 の太平洋沿岸 に到達 した津波 の高 さと

時 間を調べる作業 を2011年5月 頃 まで続 けた。 この よ

うな行動 を母親 は 「スイ ッチが入 る」,「こだわ りが強

い」 と表現 していた。

この ような地震番組 や災害対策へ の強い志向性 は,

大地震 によって始 まり,一 度強 まった志 向性 は節電 や

災害対策 を行動 にうつさない と弱 まらなかった。つ ま

り,こ の志向性 は安心が脅か され るために,安 心 を獲

得す る必死 な行動 であ り,大 地震か ら1年 が経 つ2012

年3月 にな って も機会 が あるた び にこの志 向性 は強

まった。そ して,そ の頃には極端 な対策がいつ も通 り

の生活 となっていた。母 親 は子 どもの話 に耳 を傾 け,

で きる限 り子 どもの希 望 を叶 え ようと関わ って きた

が,そ れ と同時 に トラブル を気遣 って きた。例 えば,

3階 のクローゼ ッ トを安全基地 として入 るf君 は,遊

びに来 た友人 に も入る ように勧 めたが,そ の誘い を友

人に断 られて しまい,そ の苛立 ちを次の ように母親に

ぶつけた。

「どうしてなんだー」っていう怒り方ですよね。友だちに

向かっては言わないんですけど,「どうすれば,ど ういう風

に説得すれば..」(頭 を抱える仕草)と いう感じで悩んじゃ

う。そう言われた時に難 しいです。「人それぞれなんだか・

ら・・」って話しても,「命は一つしかない」ってわりと正論

も入ってくると,そ れ以上言えない,「そうだね」って(f君

母親)。

この ように,母 親 は子 どもが見出 した対策 に従 わな

い人 と子 どもとの間で トラブルが生 じるので はないか

と心 配 し,こ だ わ りが弱 まる ように声 をか けて きた

が,そ れに苦戦 していた。 ところが,こ だわ りを示 し

てい る出来事 と類似 の体験がで きることで弱 まる場合

があ った。例 えば,2011年 夏 にe君 は被 災地 を見 たい

と何度 も母親に言 っていたが,母 親 は危険であるため

に許可 を出 さず,そ の代 りに被災地のための街頭 募金

活動 に参加 す るよう促 した。募金活動 に参加 した こと

でe君 のス イッチはその夜か らオフにな り,そ れ以降

被災地 に行 きたい とは言 わな くなった。つ ま り,関 心

事 と類似の体験 がで きるこ とで強い志向性が逸れる こ

ともあった。
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2.災 害体験が母親に突きつけたもの

大地震 発生 以降， 余震や災害対策 に敏感 に反応す る

子 ど もを母親 は気遣 って きたが,時 間が経つ うちに恐

怖心が薄れてい く母親 と違 って,機 会があ るたびに大

地震発生時 と同様 に反応す る子 どもの言動 は,母 親 に

これまでの育児の成果や対策のない現実 を突 きつけた。

1)こ れまで行 ってきた育児の成果

以前 にで きていたこ とが大地震 の発生 によってで き

な くなる子 どもの行動変化 を,母 親 は 「退行 した」 と

捉 えている場合が多か った。 しか し,そ の変化 をこれ

までの育 児経過 の 中で捉 える母親 もい た。小 学校 の

卒業 目前 に大地震 に遭遇 したf君 の母親は次の ように

語 っていた。

低学年では(障 害を)説 明したり,中 学年はみんな荒れ

るので,程 よく阻止して見守り,5,6年 生はもう(自 分は〉

手を引いてと思っていた。比較的頑張った小学校6年 間の

最後が地震だったので,シ ョックだったんですよ。(中略)

すごく私も気持ちの面で卒業に向けて気持ちも上がってい

た時期だったので。それは全てがなくなってしまうような

地震だったので。(中略)も う 「これだけやってもしょうが

ないんだ」って気持ちがしたり。本人の気持ちをフォローし

てたのが,「こうやって,こ うやって,こ う離そう」って思っ

てたところが,も ーめちゃくちゃになっちゃったって思っ

た(f君 母親)。

この よ うに,f君 の母親 に とって大 地震 の発生 は,

子 どもに手 をか けることに終止符 を打 とうとしていた

矢先 の出来事で あ り,事 ある ごとにス イッチが入 るf

君 の行動 は,子 育て計画が崩れた だけでな く,そ れ ま

で一つ一つ積み上げて きた育児への 自信 も喪失 させ る

体験で もあ った。一方,大 地震発生後に母親が気遣 っ

た子 どもの反応 が ない と語 った小学5年 生のd君 の

母親 は次の ように語っていた。

昨日もちょっと地震があったんですけど，「お母さん入口

開けた?」 とか 「電気!,ガ ス1」 とか 「火!」 とかって

いうのを真っ先に言ってて。子どもの方がわかってくれて

る感 じがして逆に頼もしい気がしましたね。(中略)こ ない

だも 「どこへ逃げる?」,「どういう連絡方法がある?」って,

携帯電話 とか持たせてませんから。逆にわたしが子どもに

諭されている部分が あるかもしれません（d君母親）。

小 さい 頃のd君 は トラブル を周 囲の 人 と起 こす こ

とが多 く，学校 に行 くことが で きなか った時期 もあ り,

内服や療育,周 囲の母親へ の相談 など,母 親の努力 に

よって今の生活があった。そのため,大 地震発生以後

小 児 保 健研究

に防災訓練 に自ら参加 する姿や,余 震時に対応す る自

立 した姿 に頼 もしさを感 じていた。 この ように,災 害

とい うある一時点の出来事 が,そ れ まで積 み上 げて き

た育児や育児への母親の 自信 を左右 させている ことが

わかる。

2)対 策のない現実

首都圏 は停電や物 の流通障害 な どの環境 変化か ら,

いつ も通 りの生活がで きな くな り,そ れに対応 して き

た母 親は次の ように語 る。

今回は直接の被災ではなく，世の中の状況の変化への対

応でしたが,本 人が安定 してくるまで数か月かかりました。

本当にヘトヘ トの毎日でした。被災地をテレビで見て,直

接被災したら本当にどうしたらいいかわかりません(b君

母親)。

この ように,日 常 に変化 があるこ と自体が危害 とな

る子 どもに関わって きた首都 圏の母親 は,心 労 を感 じ

つつ も,自 分 を被災者 と して見 てはいなか った。それ

は危害の大 きい東北被災地 と比較す るためである。そ

して,東 北被災地 を次の ように母親 は見てい る。

　今回も色んなテレビ（被災地の様子)見 ましたけど,う

ちは避難所に行 くことはまずで きないと思い ます。そ うい

う風になったことでまず興奮状態になっちゃうので,避 難

所なんて行ったらたぶん周りの方から怒鳴られまくる状況

が 目に見えるので。正直言ってどんなことがあっても避難

所では暮らせない。車の中で暮 らすとか,あ とは本当にテ.

ン卜を張って暮らすとかっていう風に,で,万 一薬も入ら

ないってことになったらもうお手上げ（a君 母親）。

再び大地震 が生 じるのではないか,子 どもがパニ ッ

クを引 き起 こすので はないか と心配 しなが ら見 る東北

被災地の映像 は,遠 く離れた地域 での出来事で はな く,

見 ている映像の 中に子 どもを置いて追体験す るため,

強 い不安や恐怖 を語 る母親が ほとん どであった。そ し

て,不 安の対 策に対 して母親 は次の ように語 る。

命を落とすような大災害が怖いですが・・・ただ ，自閉

症の子どもに添って考えるなら,「いつも通り」のことが行

えなくなる ‘変化'を 恐れています。普通の人ならば受け

入れ可能な小さな変化も,自 閉の子どもにはパニックの原

因となります。(中略)そ れが災害となれば,何 もかもがイ

レギュラーの連続だと震災の後に実感 しました。こんなに

も 「いつも通 り」は有難いこ となのか,ど んなにその 「い

つも通り」に子どもは安心 し,親 は助けられてきだことか。

どんなに心の準備をさせておきたいと思っても,こ ればか

りは難 しいです(b君 母親)。
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この ように,非 日常 を最 も恐れている母親 にとって,

今 回の震災体験 や被 災地映像 は,こ れか らの育児にお

いて対策の ない現 実を突 きつけた。 しか し,母 親の語

りの中に出て くる父親 は母親の気持 ち とは異 なってい

る場合があ った。子 どもの極端な災害対策 に対 してあ

る父親 は,「 東京 は東北 と違 って被 災 した わけではな

いんだか ら,大 げ さなことを言 うな」 と発言 した と語

られた。今回の震 災か ら受けた影響が父親 と母親では

異 なることも垣 間見 られた。

Ⅳ．考 察

今 回の調査 は,東 日本大震災発生 当時 に首都圏に住

んでい た発達障害児 の母親が,ど の ように子 どもと関

わって きたのか を1年 後の2012年3～10月 に調査 した

結果で ある。大地震発生以降 に子 どもを気遣 って きた

事 象 と して,《 恐 怖の再現へ の気遣 い》,《いつ も通 り

でない ことへ の気遣 い》,《地震 に よって強化 されたこ

だわ りへの気遣 い》 の3つ を見出 した。そ して,そ の

ような災害体験が母親 に突 きつけた もの として,《 こ

れまで行 って きた育児の成果》,《対策の ない現 実》の

2つ を見出 した。考察で は災害発生時 に気遣 う母親 の

様子か ら,発 達障害児の脆弱性 とは何か,ま た,そ の

脆弱性のある子 どもと向 き合 う母親 自身の脆弱性 につ

いて も考 えてみたい。

1.発 達障害児の脆弱性

大地 震発生 に伴 い子 ど もが示 した反応 は,「 恐 怖」

と通常 の生活や災害対策へ の 「こだわ り」で あった。

それぞれの反応 を示 した子 どもたちは,震 災以前か ら

思 い通 りにならない とパ ニ ックを引 き起 こす傾 向や,

物事 にこだわる同様 の特徴 を持 っていた。逆 に,母 親

が気 遣 うような反応 を示 さなか ったd君 は,日 頃 も

パ ニ ックや強い こだわ りを示す ことはなか った。つ ま

り,災 害以前 か ら特徴 として示 す症状 は,災 害 とい う

非 日常的 な事態 に反応 しやすい。そ して,そ の反応が

増強す ることで子 ども自身の疲労感 ばか りで な く,周

囲 との トラブル も生 じやすい ことが発達障害児 の脆弱

性 であ ると考え られる。

また,日 本 自閉症 協会 が2012年11～12月 に,協 会

に登録 して いる岩手,宮 城,福 島,茨 城4県 の会員

を対 象 に,東 日本大 震災 に よる生活上 の困難 につ い

てア ンケー ト調査 を行い,514名 の 回答 を得 てい る 6)。

それ に よる と,災 害後 に新 しく現れ た症 状 と して最
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も多 か ったの は,「 不安 やお び え」14.4%で あ り,次

いで「こだわ り」6.4%で あった。これ ら症状 の うち,「不

安 やお び え」4.3%,「 こだ わ り」4.5%は 調査 時 点 ま

で持続 してい た。 つ ま り,比 較 的早 い時期 に通常 の

生活 に戻 った首都 圏 で,恐 怖 や こだわ りが 大震 災か

ら1年 以上経過 した時点で もみ られた とい う結 果 は,

対象者 の1/5が 避難生活 を してい る4県 の調査 と類

似 す る もので あった。首都 圏 の子 どもた ちの症状 が

長期 間残 った理 由の一つ に テ レビ映像 が ある と考 え

られ た。今 回の調査 で 「子 ど もがテ レビ映像 に釘付

け にな った」 と対 象者が 語 ってい た ように,震 度5

強の恐怖 を体験 した うえで見 る東 北被 災地 の映像 は,

子 どもに とって衝 撃が大 き く,危 害 に なった と考 え

られ る。実際 対 象者Cち ゃん の母 親 は,子 どもが

緊急地震速報 に よってパ ニ ック をひき起 こ したため,

母親 は子 どもの前 で テ レビを一切 つ け ない ように配

慮 した。そのため映像 か ら受 けた影響 はみ られなか っ

た。つ ま り,発 達障害 児 の脆 弱性 とは,非 日常 的 な

情報 を敏 感 に受 け取 って反 応 しや す い だけ で な く,

自分 自身の許 容量 を超 えた情報 を受 け取 った場合 に

は,処 理 で きない こ とで あ る と考 え られ る。そ の よ

うに考 える と,子 ども自身が対応 可能 な情報 が どこ

まで なのか を家族 や学校等 の援 助者 が知 り,災 害 発

生 時 に子 ど も自身の許容量 を超 え る と思 われ る情報

を推測 して,情 報が入 らない対策 を考 えて お くこ と

が事前 にで きる手立てか も しれ ない。

2． 発達障害児の母親の脆弱性

本研究 において発達障害児 の母親 は,大 地震発生後

に生 じた非 日常的 な生活やテ レビ映像 に子 どもが過剰

に反応す るこ とで生 じる疲労 や,周 囲の人 との間の ト

ラブル を心配 して,過 剰 な反応 が終息す るよう気遣 っ

て きた。 しか し,《 地震 によって強化 され たこだわ り

への気遣 い》の 中で紹介 した ように ,極 端 な災害対策

をとらざるを得 ない子 どもの気持 ちを理解 し,子 ども

の論理 と周 囲の論理の問で板挟 み となってジ レンマ を

生 じやす いこ とが母親の脆 弱性 である と考 え られ る。

そ して,《 これ まで行 って きた育児 の成果》 で紹介

した ように,母 親が子 どもの反応 をイ ンタビューで語

る際には,2011年3月 までに一 つ一つ越 えて きたハー

ドルを説 明 しなが ら,震 災後の子 どもの反応 を語 るこ

とが多かった。 このような語 り方は,同 じ時期 に重症

心身障害児者 の母親 を対象 に東 日本大震災 に よる影響
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を調査 した際 にはみ られなか った。それは何故だろ う

か。大地震発生後の重症心 身障害児者 の影響 は,呼 吸

器や車椅子 などの障害 を補助す る道具が,停 電 とい う

エ ネルギ ー不足 によって使 えないために生 じる生命維

持 や帰宅困難 な状況 であ った 1)。つ ま り,地 震 な どの

災害発生時 に重症心 身障害児者 に生 じうるこ とは,生

命 の維持 に直結する困難 ではあ るが,そ の困難 は道具

を動かすエ ネルギーや道具 その もの を用 いず に済 む方

法がみつかれば,解 決が で きる。一方,発 達障害児の

場合 には一度困難が終息 したように見えて も,大 震災

か らしば らく経 った時期 におい てさえ も,子 ども自身

の許容量 を超 える情報 を受 け取 ることで再 びパニ ック

が生 じるため,手 立てが見 あた らずに,安 堵 の感覚 を

持 ちに くいと考 えられる。 また,発 達障害児 の育児 に

関す る両親の思い について,高 機能広汎性発達障害児

の両 親 を対象 に した調査で は,「 母親 は父親 よ りも早

く,軽 度発達障害の知識 の有無 にかかわ らず2歳 頃か

らわが子 の異常 に敏感に気づ き,悩 む割合 も高 く,能

動 的に専 門機関への受診 を行 ってい る」 ことが わか っ

てい る 7)。そ して,発 達障害の診 断を受 けた後 も障害

のない人たちがマ ジ ョリテ ィである社 会の中で,子 ど

も自身が うま く生活で きるように,何 度 も何 度 も子 ど

もに言 い聞かせ なが ら子 どもの気持 ちや行動 を仕向 け

て きた。す なわち,子 どもの現在の行動は,幼 い頃か

ら母 親が能動的 に訓練 を行 って きた賜物であ り,災 害

に よってある行動 を子 どもが とれな くなる ことは,母

親 にとって災害発生時点で可能だった行動 を喪失 した

だけでな く,そ の行動 を獲 得す るまで に幼 い頃か ら積

み重 ねて きた過程 をも喪失する体験であるために,落

胆 が大 きい と考 え られ,こ の点 も発達障害児 の母親の

脆弱性 なのか もしれ ない。その ように考え ると,災 害

発生 後の援 助者 の フォロー は子 ど もの行 動 だけで な

く,そ の行動 に気遣 う母親の気持 ち も気にかけてい く

必要がある。

本研究は平成24年 度文部科学省科学研究費　基盤Cの 研

究助成 を受けて実施 し,第17回 日本在宅ケア学会学術集

会(2013)で 研究の一部を発表 した。

利益相反に関する開示事項はありません。

文 献

1)山 本美智代,中 川 薫,石 上ゆか,他.災 害の中を

生 きる困難 と生活不安－首都圏に住む重度障碍児者

小 児 保 健 研 究

の東 日本大 震 災で の経験 の特徴 一.小 児保健 研 究

2013；72：298-304.

2)岡 田 憲 夫.特 集4　 災害 リス ク コ ミュ ニケ ー シ ョン

の概 要 と課題　 Animus 2011；68：21-25.

3)Takada S,Shintani Y,Sohma O.Difficulties of

families with handicapped children after the Han-

shin-Amaji earthquake.Pediatrics International

1995；37(6):735-740.

4)戈 木 クレ イグ ヒル滋子 編著． 質 的研 究方 法ゼ ミナー

ル.増 補版.東 京 ：医学書 院,2008：72-121.

5)発 達 障害 者 支 援 法(平 成 十 六 年 十 二 月 十 日法律 第

一 六 七 号)第 一 章 総 則　第 二 条 .http://law.e-gov.

go.jp/htmldata/H16/H16HO167.htm1(平 成25年6月1日)

6)山 崎 晃 資.厚 生 労働 省　平成23年 度 障害者総 合福祉 推

進 事業 「災害時 にお ける 自閉症 をは じめ とす る発達

障害 のあ る方 の行動 把握 と効 果 的 な情報 提供 の あ り

方等 に関す る調査 につ いて」 報告 書。2012.

7)山 岡祥 子,中 村 真 理． 高 機 能広 汎性 発 達障 害児 ・者

を もつ 親 の気 づ き と障害 認 識－ 父 と母 との相 違－.

特 殊 教育学研 究2008；46(2):93-101.

(Summary)

We interviewed or conducted open-ended surveys

with seven mothers of children with developmental dis-

orders living in the Toky ometropolitan area during the

Tohoku Earthquake to investigate the influence of the

mothers on their children.We found the following three

categories fo rthe anxiety and concern of the mothers

for their children after the earthquake:“concern with

regard to the recurrence of fear","concern with regard

to unnatural occurrences",and"concern with regard to

obsessions reinforced by the earthquake".In addition,

we established the following two categories with regard

to issues faced by the mothers because of the experience

of a disaster:achievements in child rearing until now",

and"the reality of no proper measures".In our obser-

vations,we examined the vulnerability of children with

developmental disorders and mothers during disasters.
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